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Abstract

ThepurposeofthispaperistoclarifythesourceoftheJapaneseconceptofI館q

meaningprotection,nursingorprotectivecare,anditspedagogicpositioningin

ImmanuelKant's"Lecture-notesonPedagogy".PreviousresearchonI館Dcovered

EuropeanandU.S・pedagogysinceHerbart'spedagogicalmethodwasintroducedto

Japan.ThispaperexaminedtheconceptofYogoshowninImmanuelKant's"Lecture-

notesonPedagogy"before"Herbart'spedagogy".Asaresult,Ifound"uncertainty"of

wordsintheoriginalanditstranslations.However,fromthemodernviewpointofI館n

onecanassumethatmultiplesynonymsusedcanberegardedasI館aInaddition,from

"Kant'sPedagogy",itisfoundthatYbgoishumanactionaseducation.Thisstudyalso

foundthatI館Disconnectedtodiscipline,andrepresentsactionsthatleadtoformation

ofahumanbeing,whichisthefinalgoalofeducation.Fromtheabove,Iderivethe

conclusionthatYbgoisincludedineducationin"Kant'sPedagogy".
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1．はじめに

教育において「養護」という言葉/概念は、学校教育法第37条12項「養護教諭は養護を

つかさどる」という一文に登場する一方で、明治期のヘルバルト教育学で「養護･訓練･教

授」という教育方法の一つとして早くから登場する。しかしながらその養護の内容は、医

学・公衆衛生的視点からとらえたもので、教育の周辺的なものと見なされる傾向が長く続

いてきた。「養護」がそのような位置づけにとどまっているのは、それが教育の最終目的で

ある人間形成を意図した営みであるという、教育学上の根拠の脆弱さから生じていると考

える。

「養護」概念および教育学上の根拠づけの研究は、主に学校保健/教育保健および養護教

諭養成に関わる研究者らによって進められてきた。それらの研究は、明治期に導入された

39






















	表題
	Abstract
	1. はじめに
	2. カント『教育学』に関する解釈をめぐって
	3. カント教育学における「養護」をめぐって
	3.1. 教育の営みとしての「養護」の位置づけ
	3.2 「養護」という訳語の不確定性
	3.3 記述内容からとらえる「養護」
	3.4 道徳的素質の発達の基礎としての養護および訓練（訓育）

	4. おわりにかえて

